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Effects of Producing ICT Teaching Materials by Students 
of UEC Teacher Training Course
―Collaboration Between UEC Teacher Trainees and
Teachers at a School for Disabled Children.―
Keiko SASAKI, Noriko AKAZAWA, Mugi KANEKO
Abstract
   The effects of a collaboration between teacher trainees at UEC and teachers at a school for 
disabled children in producing ICT teaching materials are presented. As a result of the 
collaboration, the trainees were better able to understand the ICT teaching materials, particularly 
how they could be utilized to help disabled children concentrate and perform tasks during classes. 
On the other hand, the teachers at the school came to recognize the usefulness of the ICT materials 
not only in subjects such as mathematics and literature but also in school life guidance.
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 2　文部科学省は、2011 年４月 28 日に懇談会の内容をまとめ「教育の情報化」を公表した。
 3　総務省では「教育情報化の推進」の概略を Web サイト上で公表している。

























































































13　参考文献［6］　2013 年６月 14 日に閣議決定
14　参考文献［7］参照
15　「学校教育法」一部改正：平成 19 年６月 27 日法律第 96 号
16　「学校教育法」第 8 章　特別支援教育　第 72 条
17　「学校教育法」第 81 条第 1 項








































































































表 １　教職課程の学生によって作成されたICT教材表 1� ���������������� ICT �� 

























5 小学部6年 国語 ひらがなの書き方 ひらがなの書き方や、そのひらがながついている物の名前を学習していく。 学部4年生
6 中学部1年 体育 運動会事前学習 運動会や、そこで行われる競技の説明を行い、スムーズに運動会の練習
を始めることができるように支援する。
学部1年生


























13 小学部6年 音楽 おいしいものの歌 『日本全国おいしいものの歌』の歌詞に合わせて絵を表示することで、
内容を視覚的に理解できるようにする
学部2年生












16 中学部1年 家庭科 お弁当を作ろう 自分の好きなおかずを詰めて、お弁当を作る。 学部4年生
17 中学部2年 家庭科 マナーについて勉強
しよう
食事の時のマナーを楽しみながら学ぶ 学部4年生
18 ももたろう 桃太郎の内容を理解する。 修士2年生
19 小学部5年 音楽 字幕制作ソフト 音楽の授業において、音楽に合わせて歌詞を追うことが出来るようになる 学部2年生
20 中学部3年 音楽 日本の楽器 日本の楽器について学ぶ
箏のひき方について学習し、数字譜を用いて音楽を弾けるようにする
学部1年生

























































































































図５　名前学習　画面例（平成24年度 学部４年生 高橋 敦志 作成）
5-3．ICT教材の効果
教職課程支援室からICT活用推進事業（ICT教材作成）
に参加した学生は、学部４年次の学生が多数いた。さら
に、本教材作成を卒業研究に発展させた学生も数名いる。
本節では、本教材作成を題材にした卒業研究（以降、本
卒業研究）についてのまとめと、ICT活用推進事業の取
り組みの学生に与える効果について述べる。
本卒業研究は、先行研究によっても、ICT教材が児童・
生徒の注目を集め、興味・関心、そして集中力を高める
効果があることを示した。さらに、教材は、提示形式の
教材よりも作業形式、あるいはゲーム形式の教材がより
効果的ではないかと推測し、ゲーム形式の教材を作成し
（例：図６）、その効果を検証することとした。
図６　 クイズ形式教材（調理器具の用途を学習する）（平成24年度 
学部４年生 松葉昂 作成）
（児童・生徒が使用する調理器具を選びクリックすると、選んだ調
理器具が正しいか否かを判別する教材）
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さらに、研究中に作成した教材は、児童・生徒自らが
操作できるよう作成し、ICT機器に慣れる効果も期待し
た。これは、情報化社会を生き抜くためにはICTを活
用できることが望ましいと考えられ、そのためには教育
の段階でICTに触れる必要があるであろうと考え、本
卒業研究の教材も、そのための一つの方法であると考え
たからである。
では、本学の学生とってICT教材作成はどのような
教育効果があったであろうか。一つには、学生が、作成
した教材を使用している授業を観察したことにより、児
童・生徒が楽しみながら学習を進め成功するたびに喜び
の様子を浮かべていたことから、児童・生徒の興味・関
心を高めることができたという確信が得られたことであ
る。いま一つには、特別支援学校に通う児童・生徒を
対象にして開発したICT教材は、普通学級に通う児童・
生徒にも適用できるのではないかと、教材の利用範囲の
さらなる可能性について考察することができた点である。
本卒業研究において、卒業研究者は、度々特別支援学
校にて授業の様子の見学し、担当教員とも児童や教材に
ついての話を深め、教員にとって児童・生徒に合わせて
改変しやすい教材になること、児童・生徒にとって、楽
しみながら学習をし、最大限の学習効果が出るように工
夫を重ねていた。
これらのことから、ICT活用推進事業の取り組みは、
特別支援学校の教員や児童・生徒にとって、メリットが
あるだけでなく、教材を作成した学生にとっても、実際
の教育の場を直接体験し、教材作成をする際の教員とし
ての観点を特別支援学校の教員から得る重要な取り組み
となっったのであった。
さらに、今後、教育の情報化が進む中で、これから教
員を目指す学生たちは、実際の教室で児童・生徒を観察
し、指導する教員の意見を聴き、ICT教材を教育に有効
に活用することについて、熟考しながら改良をしていく
ための良い機会を得たことの効果は大きかったといえる。
5-4． ICT教材作成における教職課程支援室の活動とそ
の効果
特別支援学校のICT教材作成に参加した学生の中に
は、使用するツール（ソフトウェア）への不安を抱える
学生もいた。そこで教職課程支援室では、PPTの技術
的な指導をするとともに、特別支援学校の教員と学生の
打ち合わせにおいても様々なアドバイスを行って、学生
のサポートを行ってきた。
作成された教材は、教職課程支援室にデータとして蓄
積し、教職課程を履修する学生によって作成された教材
として、オープンキャンパスやオープンラボの際に展示
して紹介している。学外では第７回全国高等学校情報教
育研究会（2014年　埼玉大会）で紹介し、現職の高等
学校教員らから強い関心が示された。
こうした取り組みに対して、一般の高等学校において
も、ICT教材の開発には情報系の研究者や学生などのサ
ポートが必要ではないか、という意見が多く寄せられた。
このことから、教職課程支援室としては、この事業は引
き続き研究の一環として継続的に取り組む事の必要性を
認識した。
6．まとめと今後の課題
東京都立調布特別支援学校のICT活用推進事業には
３年間で電気通信大学の教職課程履修の18名が参加し、
特別支援学校の教員とマンツーマンで教材開発に取り組
んだ。調布特別支援学校と本学の連携は本学の情報系研
究室がもつICT技術と、学生という人的リソースを活用
するものであり、一方で電気通信大学では情報系技術の
活用と普及を目指してのことであった。また、教職課程
部会では教職課程を履修している学部学生が、将来、学
校現場でのICT化に対応することを想定し、児童・生
徒にとってどのような教材が興味関心をもつか、そして
指導する立場の教員にとって、指導上も使いやすい教材
開発とその支援とはどうあるべきか、という点に力点を
置いて共同事業に取り組んだ。
学生たちが開発したICT教材の効果については、特
別支援学校の教員からその効果を、聞き取ることができ
た。それによると、学生たちが作成したICT教材を実
際に使ってみると、これまで同様の学習内容ではこれほ
ど長時間集中力が持続したことはなかったことが驚きで
あった、とのことであった。さらに紙幅の関係で本論で
は実際の画像を提示することができなかったが、表１の
教材番号13「おいしいものの歌」（音楽の教材）は、日
本全国の名産品を都道府県ごとに歌にしたものであった
が、児童たちは、都道府県名を全て覚え、さらに県庁所
在地名や都道府県の位置や形までも自主的に覚え、教員
たちを驚かせた。
また、本論の筆者である佐々木と赤澤が、特別支援
学校で実際に児童が電気通信大学の学生が作成したICT
教材を使用する授業を観察した。筆者たちが観察した時、
児童たちはICT教材に対して非常な興味をもって取り
組んでいるようであった。３名の児童が交代でパソコン
画面のPPT画像で練習問題に取り組んでいたが、他の
児童が１つの問題に解答をしている時も、他の児童が画
面を覗き込み、共に取り組んでいる様子が観察された。
こうしたことは、ICT教材以外の教材ではあまり見られ
ないことであるとのことであった。特別支援学校の児童・
生徒が視覚優位であることと、従来の視聴覚教材と異な
り、双方向性があることによるものと推測される。
一方、教材作成を担当した学生たちは教材を完成させ
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るプロセスのなかで、それぞれの児童・生徒の障害の程
度や発達段階に応じて、どのような工夫が必要であるか、
また使い手である教員にとって、日常の指導のなかで
ICTの活用がどのような実践的効果をもたらすかをつぶ
さに観察し考察することができた。さらに、特別支援学
校で開発した教材は、一般の学校の児童・生徒にも活用
できる可能性は十分あることを確信した学生もあり、一
般の中学校などで同様のあるいは応用した形で数学や理
科のICT教材の開発に取り組む可能性を見出した。そ
うした契機となったことは、教職課程の学生にとって非
常に有益であった。
また、その使用者である特別支援学校の教員は、当初
はPPTを使いこなすことに困難を感じていた者も少な
くなかったが、学生との対話によって、学生が作成した
教材を授業で使用しながら、次第に可変する方法を修得
し、算数や国語といった教科の指導のみならず、学校内
外での生活指導へと、ICT教材の活用の範囲を拡大して
いくことにつながった。
教職課程支援室としては、この３年間に蓄積したICT
教材について、その内容および使用上の効果に関して、
教材開発に携わった学生と、調布特別支援学校の教員全
員に対して、アンケート調査等を実施して詳細に分析す
る必要があるが、それは次の課題としたい。 
　＊本研究は東京都立調布特別支援学校のICT活用推
進事業に電気通信大学総合情報学専攻の西野哲郎研究室
を中心とする協同事業として行われたもののうち、特に
教職課程支援室が中心となって教職課程の学生・大学院
生が開発した教材をもとに考察をしたものである。西野
哲郎教授、水戸和幸准教授、高橋裕樹准教授、後藤隆彰
特任助教とともに協同事業に参加させていただいたこと
に感謝するとともに、この事業に取り組んだ松葉昂さん、
高橋敦志さんをはじめとする教職課程履修の学生・大学
院生の貢献に謝意を表したい。
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